
様式第二号の九（第八条の四の六関係）

年 月 日

殿

提出者

株式会社　清　甲
代表取締役　奥名　貴一

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

（日本産業規格　A列４番）

（第１面）

 産業廃棄物処理計画における目標値

電話番号

氏名

住所

海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の

熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

熊 本 県 知 事

全  処  理  委  託  量1,040.00

6 20

項目

令和 6 

目標値

年度の産業廃棄物

産業廃棄物処理計画におけ
計 画 期 間

処 理 計 画 の 実 施 状 況 を 報 告 し ま す 。

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

096-234-0536

廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 第 12 条 の 10 項 の 規 定 に 基 づ き 、

熱回収を行う業者への

　株式会社　清　甲

　熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1

　土木・建築・舗装・解体工事業

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

再 生 利 用 業 者 へ の

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

認 定 熱 回 収 業 者 へ の

処 理 委 託 量

処 理 委 託 量

t

t

t

排 出 量

自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 熱 回 収 を 行 う

自 ら 埋 立 て 処 分 又 は

1,177.75

1,177.75
処 理 委 託 量

項目 目標値

t

t

t

t

t

t

令和　5　年　4　月　1　日 から 令和　6　年　3　月　31　日 まで

※事務処理欄

t
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⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

（

第
２
面
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）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： 汚泥

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

8.217 t

自ら中間処理
した量

実績値

t8.217

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

8.217 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

8.217

t8.217

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 8.217 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

t

t

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量
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⑭ t
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（
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）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： 廃プラスチック

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

2.93 t

自ら中間処理
した量

実績値

t2.93

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

2.93 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

2.93

t2.93

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 2.93 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

t

t

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量
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⑤ ⑦
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⑭ t

⑪

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 0.17 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.17 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0.17

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

実績値

t0.17

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t0.17

t

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.17 t

自ら中間処理
した量

紙くず

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

（

第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量



② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪
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自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： 木くず

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

120.885 t

自ら中間処理
した量

実績値

t120.885

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

120.885 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

120.885

t120.885

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 120.885 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

t

t

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量
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① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 0.43 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.43 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0.43

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

実績値

t0.43

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t0.43

t

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.43 t

自ら中間処理
した量

繊維くず

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

（

第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量
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⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 0.08 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.08 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0.08

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

実績値

t0.08

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t0.08

t

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.08 t

自ら中間処理
した量

金属くず

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

（

第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量
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自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

2.13 t

自ら中間処理
した量

実績値

t2.13

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

2.13 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

2.13

t2.13

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 2.13 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

t

t

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量
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自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： がれき類

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

1,036.06 t

自ら中間処理
した量

実績値

t1,036.06

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

1,036.06 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

1,036.06

t1,036.06

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 1,036.06 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

t

t

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量
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① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 0.39 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.39 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0.39

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

実績値

t0.39

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t0.39

t

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.39 t

自ら中間処理
した量

混合（安定型）

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

（

第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量



② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

（

第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： 廃石膏ボード

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

4.10 t

自ら中間処理
した量

実績値

t4.10

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

4.10 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

4.10

t4.10

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 4.10 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

t

t

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量



② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 2.208 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

2.208 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

2.208

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

実績値

t2.208

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t2.208

t

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

2.208 t

自ら中間処理
した量

混合（管理型）

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

（

第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量



② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭ t

⑪

（

第
２
面
）

）

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ： 混合廃棄物

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.15 t

自ら中間処理
した量

実績値

t0.15

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.15 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0.15

t0.15

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 0.15 t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

t

t

t

t

t

t

自ら中間処理により
減量した量

t

自ら中間処理した
後の残さ量



提出者の名称

事業場の名称

内容年度 令和 5 年度

（単位：トン）

自己再生
利用量

自己最終
処分量

Ａ Ｂ Ｃ D E F G H I J K L M N

(E-F)

施行規則様式との対応関係→ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑧ ⑨ ⑦ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

汚泥 8.22 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 8.22 0.00 8.22 0.00 0.00

廃プラスチック 2.93 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.93 0.00 2.93 0.00 0.00

紙くず 0.17 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.17 0.00 0.17 0.00 0.00

木くず 120.89 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 120.89 0.00 120.89 0.00 0.00

繊維くず 0.43 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.43 0.00 0.43 0.00 0.00

金属くず 0.08 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.08 0.00 0.08 0.00 0.00

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 2.13 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.13 0.00 2.13 0.00 0.00

がれき類 1,036.06 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,036.06 0.00 1,036.06 0.00 0.00

混合（安定型） 0.39 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.39 0.00 0.39 0.00 0.00

廃石膏ボード 4.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 4.10 0.00 4.10 0.00 0.00

混合（管理型） 2.21 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.21 0.00 2.21 0.00 0.00

混合廃棄物 0.15 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.15 0.00 0.15 0.00 0.00

合　計 1,177.75 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,177.75 0.00 1,177.75 0.00 0.00

委託
処理量

熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1

　株式会社　清　甲 事業場の所在地 　熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1

自己中間
処理

減量化量

自己中間処理をしな
い

再生利用
業者への
処理
委託量

自己最終
処分量

自己中間
処理後
残さ量

うち熱
回収量

排出量
自己再生
利用量

株式会社　清　甲代表取締役　奥名　貴一 提出者の住所

産業廃棄物処理計画実施状況報告書（集計用シート）

委託処理量のうち委託先毎の量

優良認定
処理業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
以外の熱
回収を行
う業者へ
の処理
委託量

自社内での処理状況

自己中間処理をする

委託先での処理状況

廃棄物の種類
自己中間
処理量



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 がれき類 394.29 125 （株）清甲
上益城郡甲佐町大
字字梶迫1162-1 4321001972

(株)星山商店
甲佐工場

2

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７

事業場の所在地 熊本市北区武蔵ヶ丘９－５－７６ ０９６－３３８－６４２１

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 （株）星山商店

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 がれき類 20.8 13 （株）清甲
上益城郡嘉島町
大字上島2965-1

4320024261
(有)熊本リサイ
クルセンター

2 〃 569.5 65 04300047158 (有)渡辺運送 〃 〃 〃

3 〃 33.8 4 04301156036 （株）ｲﾝﾌｨﾆﾃｨｰ 〃 〃 〃

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

事業場の名称 （有）熊本リサイクルセンター

事業場の所在地 上益城郡嘉島町大字上島２９６５－１ ０９６－２３７－３００９



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出しま No.1

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 ｶﾞﾗｽ･陶磁器くず 2.13 6 （株）清甲
熊本市西区新港
1丁目4番22号

08141002868 大東商事(株)

2 廃プラスチック類 2.93 15 〃 〃 〃 〃

3 金属くず 0.08 1 〃 〃 〃 〃

4 混合（安定型） 0.39 1 〃 〃 〃 〃

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

事業場の所在地 熊本市北区楠野町４５３－１ ０９６－２４５－４８００

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 大東商事（株）



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出しま No.2

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 紙くず 0.17 1 （株）清甲
熊本市西区新港
1丁目4番22号

08141002868 大東商事(株)

2 繊維くず 0.43 2 〃 〃 〃 〃

3 廃石膏ボード 4.1 4 〃 〃 〃 〃

4 混合（管理型） 0.57 3 〃 〃 〃 〃

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

事業場の所在地 熊本市北区楠野町４５３－１ ０９６－２４５－４８００

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 大東商事（株）



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出しま No.3

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 混合廃棄物 0.15 2 （株）清甲
熊本市西区新港
1丁目4番22号

08141002868 大東商事(株)

2

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７ 　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 大東商事（株）

事業場の所在地 熊本市北区楠野町４５３－１ ０９６－２４５－４８００



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 木くず 88.54 156 （株）清甲
宇城市豊野町糸
石2745番地

04320000938 三光砿業(有)

2

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７ 　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 三光砿業（有）

事業場の所在地 宇城市豊野町糸石２７４５番地 ０９６４－４５－２１７０

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 建設汚泥 2.167 2 4300191385 前田ｶｯﾀｰ（株）
上益城郡益城町小
谷字荒瀬44-1.45-

1
4320191385 前田ｶｯﾀｰ(株)

2 0

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

事業場の所在地 上益城郡益城町小谷５６１ ０９６－２８６－６３３６

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 前田カッター（株）



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 木くず 1.86 3 （株）清甲
宇城市豊野町安見

4501-28 04325128594
日本フォレスト(株)

熊本工場

2

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７ 　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 日本フォレスト（株）

事業場の所在地 宇城市豊野町安見4501-28 ０９６４－４５－２２６１

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 混合（管理型） 1.638 3 （株）清甲
熊本市北区明徳町
字上市迫1番外 08141005383

(有)オー・エス収集
センター

2

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７ 　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 （有）オー・エス収集センター

事業場の所在地 熊本市北区楠野町1046-2 ０９６－２４５－０１１０



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 木くず 16.63 11 04301075268 河津造園（株）
上益城郡益城町小
谷戸次道1323-5 04321075268

河津造園（株）
ﾘｻｲｸﾙ事業部

2

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

事業場の所在地 熊本市中央区水前寺3丁目3番25号 ０９６－３８２－３３３３

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 河津造園（株）



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 がれき類 17.67 10 （株）清甲
宇土市網津町

1902-4 04320055175
嘉島産業(株)

リサイクルセンター

2 木くず 13.855 12 〃 〃 〃 〃

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７ 　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 嘉島産業（株）

事業場の所在地 上益城郡嘉島町上島2788-2 ０９６－２３７－３３７７

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）



様式第三号（第八条の二十七関係）

熊本県知事　様

報告者
　住　　所 熊本県上益城郡甲佐町大字糸田1353-1
　氏　　名 株式会社　　清　　甲
　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）　代表取締役　奥名　貴一
　電話番号 ０９６－２３４－０５３６

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条の３第７項の規定に基づき，令和　5年度の産業廃棄物管理票に関する報告書を提出します。

業　　種

電話番号

番
号

産業廃棄物の種類 排出量(t) 管理票の交付枚数
運搬受託者
の許可番号

運搬受託者の
氏名又は名称

運搬先の住所
処分受託者
の許可番号

処分受託者の
氏名又は名称

処分場所の住所

1 建設汚泥 6.05 2 04301015565 (有)英環境ｻｰﾋﾞｽ
熊本市南区近見8
丁目10番63号 08121015565 (有)英環境ｻｰﾋﾞｽ

2

3

4

備考
１

２

３

４

５

明らかにすること。

６

７

　業種には日本標準産業分類の中分類を記入すること。

　運搬又は処分を委託した産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物が含まれる場合は，「産業廃棄物の種類」の欄にその旨を記載するとともに，各事項について石綿含有産業廃棄物に係るものを

　処分場所の住所は，運搬先の住所と同じである場合は記入する必要はないこと。

　区間を区切って運搬を委託した場合又は受託者が再委託を行った場合には，区間ごとの運搬受託者又は再受託者についてすべて記入すること。

（日本工業規格　Ａ列４番）

事業場の所在地 熊本市南区近見8丁目10番63号 ０９６－３５７－９１１２

　この報告書は，前年４月１日から３月３１日までに交付した産業廃棄物管理票について６月３０日までに提出すること。

　同一の都道府県（政令市）の区域内に，設置が短期間であり，又は所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には，これらの事業場を１事業場としてまとめた上で提出すること。

　産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記入すること。

産業廃棄物管理票交付等状況報告書（令和　5　年度）
令和　6　年　6　月　20　日

事業場の名称 （有）英環境サービス
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